
本稿では，前号で報告後平成18年11月24日，12月22日，平成19年1月26日，2月23日に

開催された計4回の常任理事会の内容のうち主なものをお伝えするとともに，日本透析医会の主な

活動についてご報告します．

1. 診療報酬改定および医療制度改革に対する対応

平成20年の診療報酬改定と同時に75歳以上の国民を対象とした後期高齢者医療制度が新たに創

設されることが決まっています．この制度は「後期高齢者の心身の特性等にふさわしい医療」の提

供のため新たな診療報酬体系を構築する，としており，厚生労働省社会保障審議会「後期高齢者医

療の在り方に関する特別部会」を中心にその方向性について議論がなされています．

一方，日本医師会では社会保険診療報酬検討委員会と高齢者の診療報酬体系検討委員会において，

医療者の立場で後期高齢者医療制度を含めた診療報酬体系について検討がなされております．現在，

医会常任理事会においては，日本医師会に対し透析医療に関する診療報酬制度について，日本透析

医会としての考え方を示すべく検討を行っております．

透析医療の診療報酬については他の分野に先んじて包括化が進められてきましたが，DPCのさ

らなる拡大化や，かかりつけ医制度と組み合わせた人頭払い制度が提案されるような現在の医療制

度の議論の流れの中で，一層の包括化が進められる可能性もある，という想定の下に，診療の質を

落とさない診療報酬のあり方について討議しております．

また，2月9日には，厚生労働省保険局医療課を訪問し担当者に透析医療の現状について説明す

るとともに，時間区分の復活など医療の質を担保する診療報酬改定を要望してまいりました．

今後，会員の皆様方のご意見も踏まえて，透析に携わる医療者として望ましい透析医療の診療報

酬体系のあり方について各方面に提案していきたいと考えております．ご指導ご鞭撻のほどよろし

くお願い申し上げます．

2．透析患者の障害者自立支援医療について

昨年12月26日付で厚生労働省より各都道府県等の生活保護担当課および自立支援医療担当課宛

に，生活保護世帯の人工透析に係る医療費について，これまで生活保護制度の医療扶助にて対応し

ていたものについても，平成19年度（平成19年3月診療分）からは，原則自立支援医療（更生医
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療）において給付するとの通知がありました．これは，事実上更生医療指定医療機関でしか生活保

護の透析患者の治療ができないことを意味します．この件について厚生労働省の担当者に，会長の

山﨑から問題点について確認を行うとともに，医会支部長あてには事情説明と会員施設に指定自立

支援医療（更正医療）機関でない施設については遅滞なく申請を進めるようお知らせいたしました．

3．災害対策事業について

昨年度より災害時の透析患者の船舶搬送を検討する日本財団助成「災害時医療支援船運用計画策

定と実施」事業の関連では，2月4日に東京海洋大学越中島キャンパス越中島会館講堂において

「災害時医療支援船事業報告・講演会」を開催しました．お休みの日にご参加いただいた方々には

心より感謝申し上げます．

また1月12日から14日には，日本財団助成事業の関西圏プロジェクトで全面的にご協力いただ

いている神戸大学海事科学部の主催，日本透析医会の共催で，これまでの日本財団助成事業の成果

を台湾にも移転することを目的とした，「災害時医療における船舶の活用に関する日台国際セミナ

ー」を神戸大学深江キャンパスにて開催しました．台湾の船舶関係者，透析医療関係者を招き非常

に活発な議論が行われました．

4．20周年記念シンポジウム

今年，日本透析医会が20周年を迎えるにあたり，平成19年10月21日（日）に品川プリンスホ

テルにおいて日本透析医会創立20周年記念シンポジウムを開催します．透析医療の将来展望を考

える内容を中心に現在鋭意準備中です．会員の皆様方の多数のご参加をお待ちしております．

日本透析医会雑誌 Vol.22 No.1 2007146



147

お 知 ら せ

平成19年度 透析療法従事職員研修のお知らせ

この研修は，厚生労働省の腎不全対策の一環として，透析療法に携わる方々を対象に，透析療

法に関する研修を行い，腎不全医療の質の向上を目的としています．

18年度は，日本全国から1,332名の方々が受講され，現在まで27,715名の方々が受けられて

います．

1.対 象 者：透析療法に関わる医師・看護師（准看護師を含む）・臨床工学技士・臨床検

査技師・衛生検査技師・栄養士・薬剤師

2.講 義：日時 平成19年7月20日（金），21日（土）

場所 大宮ソニックシティ（埼玉県さいたま市）

3.実 習：講義終了後，平成19年12月末日までに全国174の実習指定施設において所

定のカリキュラムを行います．

対象者は，医師・看護師（准看護師を含む）・臨床工学技士

4.受講費用：Ａ.講義のみ 18,000円（税込）

Ｂ.講義＋実習 18,000円（税込）＋実習料（※注）

実習生が実習指定施設（実施要領に記載）に所属している場合

Ｃ.講義＋実習＋見学 18,000円（税込）＋見学実習料（※注）

※注 実習料・見学実習料は，講義受講後，実習または見学実習に際して，

各実習指定施設へ直接お支払い下さい．

5.講義と実習，または見学を修了した実習者には，修了証書を発行します．

6.申込方法：平成19年3月1日（木）付にて，主な透析医療施設長宛に発送する「実施

要領」をご参照の上，講義の受講料18,000円を事前に払込み，研修申込書

にて（財）日本腎臓財団宛にお申し込み下さい．

7.申込締切：平成19年5月18日（金）（郵送にて必着）

8.詳細は，（財）日本腎臓財団までお問い合わせ下さい．

〒112�0004 東京都文京区後楽2�1�11

TEL ０３�３８１５�２９８９ FAX ０３�３８１５�４９８８

※ホームページでもご覧いただけます． URL http://www.jinzouzaidan.or.jp/
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学 会 ご 案 内

●第82回 日本医科器械学会

開催日：平成19年5月24日（木）～26日（土）

大会長：釘宮豊城（順天堂大学医学部麻酔科学・ペインクリニック講座）

会 場：東京国際フォーラム（千代田区）

連絡先：日本医科器械学会 第82回大会事務局

TEL 03�3813�1062

E-mail aea07241@nifty.com

●第34回 日本血液浄化技術研究会学術大会・総会

開催日：平成19年5月25日（金）～26日（土）

大会長：真下 泰（札幌社会保険総合病院）

会 場：札幌コンベンションセンター（札幌市）

連絡先：第34回日本血液浄化技術研究会学術大会・総会事務局

〒061�1417

北海道恵庭市駒場町6�1�1

医療法人北晨会 恵庭クリニック

TEL 0123�33�0011 FAX 0123�33�6008

●第50回 日本腎臓学会学術総会

日 時：平成19年5月25日（金）～27日（日）

大会長：菱田 明（浜松医科大学第一内科）

会 場：アクトシティ浜松（浜松市）

連絡先：浜松医科大学第一内科 学術総会事務局

TEL 053�435�2261 FAX 053�434�9447

E-mail jsn50@convention.co.jp

URL http://www2.convention.co.jp/jsn50/

●第71回 北海道透析療法学会

開催日：平成19年5月27日（日）

会 長：久木田和丘

会 場：札幌コンベンションセンター（札幌市）

連絡先：北海道透析療法学会事務局

〒060�0001

札幌市中央区北1条西7丁目3番地 おおわだビル2階

TEL 011�261�2033 FAX 011�261�2033
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学 会 ご 案 内

●The2nd North American Chapterand 1st Latin

American ChapterMeeting oftheInternational

SocietyforPeritonealDialysis（ISPD）

開催日：平成19年6月1日（金）～3日（日）

開催地：Miami，USA

会 場：WestinDiplomat

URL http://www.ispd.org/NA/index2.html

●第18回 日本サイコネフロロジー研究会

開催日：平成19年6月2日（土）～3日（日）

代表者：岡田洋一（丸子中央総合病院）

会 場：長野県松本文化会館（松本市）

連絡先：第18回サイコネフロロジー研究会事務局

〒386�0493

長野県上田市上丸子335�5

医療法人丸山会丸子中央総合病院 腎センター

TEL 0268�42�1111（内2500） FAX 0268�42�4775

E-mail hd@maruyamakai.or.jp

●第52回 日本透析医学会学術集会・総会

開催日：平成19年6月15日（金）～17日（日）

会 長：西澤良記（大阪市立大学大学院医学研究科）

会 場：大阪国際会議場・リーガロイヤルホテル（大阪市）

連絡先：第52回（社）日本透析医学会学術集会・総会 事務局

大阪市立大学大学院医学研究科 代謝内分泌病態内科学

〒545�8585

大阪市阿倍野区旭町1�4�3

TEL 06�6645�3806 FAX 06�6645�3808

URL http://www2.convention.co.jp/jsdt2007

E-meil jsdt2007@convention.co.jp

●XLIV ERA-EDTA Congress（ERA-EDTA）

開催日：平成19年6月21日（木）～24日（日）

開催地：Barcelona，Spain

会 場：CentreConvencionsInternacionalBarcelona（CCIB）

URL http://www.eraedta2007.org/
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学 会 ご 案 内

●第27回 九州腎臓移植研究会

開催日：平成19年6月23日（土）

代表者：田中雅夫（九州大学大学院医学研究院 臨床・腫瘍外科学分野）

会 場：九州大学病院・コラボステーションI（福岡市）

連絡先：事務局

〒812�8582

福岡市東区馬出3�1�1

九州大学大学院医学研究院 臨床・腫瘍外科学分野

TEL 092�642�5443 FAX 092�642�5458

●第42回 日本小児腎臓病学会学術集会

開催日：平成19年6月28日（木）～30日（土）

会 長：市川家國（東海大学医学部専門診療学系小児科学）

会 場：パシフィコ横浜 アネックスホール（横浜市）

連絡先：第42回日本小児腎臓病学会学術集会運営事務局

〒243�0013

神奈川県厚木市泉町3�14

（株）メディカル東友 コンベンション事業部

TEL 046�220�1705 FAX 046�220�1706

URL http://www.mtz.co.jp/jspn42

E-mail jspn42@mtz.co.jp

●第24回 九州CAPD検討会

開催日：平成19年7月7日（土）

代表者：有薗健二（熊本中央病院腎臓科）

会 場：福岡県中小企業振興センター（福岡市）

連絡先：恩賜財団福岡県済生会八幡総合病院 腎センター

〒805�0050

北九州市八幡東区春の町5丁目9番27号

TEL 093�662�5211 FAX 093�671�3823

●第9回 アクセスセミナー

開催日：平成19年7月8日（日）

代表者：浜田弘巳（日鋼記念病院 外科）

会 場：ロイトン札幌（札幌市）

連絡先：医療法人社団カレスアライアンス 日鋼記念病院

TEL 0143�24�1331 FAX 0143�24�1064

E-mail accessseminar@chikyumisaki.180r.com

URL http://www.chikyumisaki.180r.com
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学 会 ご 案 内

●第16回 腎不全外科研究会

開催日：平成19年7月13日（金）～14日（土）

会 場：京都ホテルオークラ（京都市）

会 長：今井 亮（桃仁会病院）

連絡先：医療法人桃仁会 桃仁会病院

〒612�8024

京都府京都市伏見区桃山町根来16

TEL 075�622�1991 FAX 075�622�3491

E-mail jg16@tojinkai.jp

●第18回 北海道腹膜透析研究会

開催日：平成19年8月4日（土）

会 場：札幌コンベンションセンター（札幌市）

会 長：大平整爾（札幌北クリニック）

連絡先：医療法人社団カレスアライアンス 日鋼記念病院 腎センター

〒051�8501

北海道室蘭市新富町1�5�13

TEL 0143�24�1331




